
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土壌のＣＯ２吸収量「見える化」サイトについて 
○ 農環研が、農地土壌に蓄積する炭素量の増減を計算し、土壌の二酸化炭素吸収量として示すサイトを作成し公開。 
○ 対象とする農地を地図上で選び、栽培する作物や栽培管理方法をメニューから選択するだけで、その農地の土壌

炭素量の変化を予測することが可能。 

・土壌に蓄積する炭素量がどの程度増減するかは、同じような
管理を行っても、気象条件や土壌の種類など様々な要因が関
係するため、場所によって大きく異なる。 
・土壌炭素の変化はゆっくりなので、増減の程度を実際の畑や
水田で計測して把握するためには、長期間が必要。 

「見える化」サイト開発の背景 

・農環研は、土壌炭素の長期的な動態を予測するために英国
で開発された土壌炭素動態モデル RothC を日本の農地向け
に改良（改良RothCモデル）。 

・「見える化」サイトは、改良RothCモデルと、土壌や気象などのデータ

ベースとをインターネット上で結合することで、ウェブ上で土壌炭素量の
増減のモデルを計算。 

「見える化」サイトの概要 

・位置情報や営農条件を入力することで、自動的に改良RothCモデルに
よって、現在から20年間の土壌炭素量の増減が計算され結果がグラフ
で表示。 
・入力した条件と「標準的な管理」とを比較して、排出削減効果を乗用
車のＣＯ２排出量に換算して示すなどの分かりやすい説明も表示。 

改良RothCモデル 
 ローザムステッド・カー
ボン・モデル(Rothamsted 
Carbon Model: RothC)と
いう英国で開発された土壌
炭素動態モデルを、日本各
地の水田や畑の有機物や肥
料の長期連用試験データを
使って検証し、改良したも
の。見える化サイトでは、
この改良 RothCモデルを
使って計算が行われる。 
 このモデルは、土壌中の
有機炭素を分解率の異なる
５つの画分に分けて計算し、
気象、土壌、管理の基本的
な情報を入れるだけで、土
壌炭素量の変化を１か月単
位で計算。 

土壌炭素を20年間計算 
 一般的に、土地利用や管理を変えて長
年継続すると、下図の破線のように、土
壌炭素は、はじめ急激に、その後ゆっく
りと変化し、20年程度でほぼ一定の値に
なる。ＩＰＣＣガイドラインでも、これ
を簡略化して下図の実線のように20年で
直線的に変化し、その後はほぼ一定の値
をとるよう仮定。「見える化」サイトで
も20年間の土壌炭素量の変化を予測。 
 
 
 
 
 
 
 
 

農地の管理
を変えるこ
とによる土
壌炭素量の
変化パター
ンの模式図 

出典：平成２５年１０月２日農業環境技術研究所プレスリリース 

 国内のとある水田(灰色低地土、下層黒ボク)で、堆肥を10a 
当たり１トン施用した場合以下のような結果となる(堆肥の施
用量以外はデフォルトの値)。 

「見える化」サイトの使用例 

団体(地域内)の取組によって乗用車○○台分のCO２削減
効果がある等を農業者自身が認識するとともに、消費
者・住民の理解増進等にも活用。 
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